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レーザーは、集光によって、実験室では最も高い
エネルギー密度（高圧力）状態を実現できる。現在、
光の圧力が10億気圧を超えるレーザー光の生成が
可能となっている。このような高強度光を物質に照
射すると、ピコ秒という短時間に高エネルギー粒子
が大量に叩き出されるとともに、1000万度を超え
る高温のプラズマが生成されるが、加速や加熱の基
礎メカニズムはよく理解されていない。我々は、高
強度レーザー光によるエネルギー注入下でのプラズ
マの構造発展と、形成される高エネルギー密度プラ
ズマが内包する加速・輻射などの特異な機能の解明
を目指した理論・シミュレーション研究を行ってい
る。これまで、高温に加熱されたプラズマが10億
気圧級の光を押し戻す現象など、光と物質の新しい
相互作用特性を明らかにしてきた。

特徴・独自性

高強度レーザーを使って、高エネルギー密度の光
と物質が生み出す複雑な集団現象の基礎物理を解明
することで、高エネルギー宇宙線加速や強磁場の起
源、雷などの雪崩的現象、天体衝撃波やオーロラの
構造形成など、自然界の多様な謎の解明に寄与する
ことができる。また、高強度レーザー光が駆動する

研究の先に見据えるビジョン

エネルギー クリーンエネルギー、プラズマデバイス、医療

高活性の物質状態から生み出される機能は、
高効率粒子加速器の実現と医療や非破壊検査
への応用、核融合エネルギーの利用など革新
技術に繋がるものである。
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